
動物園等で展示されているフラミンゴやアヒルな
ど長い首をもつ鳥類は、首を折りたたんで休息して
いることが多い。首を折りたたむには左右のどちら
かに曲げる必要があり、同時に片脚立ちをしている
個体も多くみられる（Anderson 2009）。動物の行動
や形態における左右性は、ヒトの利き手をはじめ

（Tomoe 2010）、カタツムリやヘビ（細2015）、魚類
（Bisazza et al. 2000）、カメ（Stancher et al. 2006）な
ど様々な動物でみられる現象である。鳥類において
は、例えば、カササギフエガラスの幼鳥は、自身が
親の右側にいるときに餌をねだる行為をしやすい

（Hoffman et al. 2006）。鳥類の片脚立ちは、サギなど
の渉禽類でよくみられる現象である（Randler 2007）。

多くの動物に左右性がある中で、特にフラミンゴ
はその左右性を観察しやすいという特徴がある。フ
ラミンゴの左右性に関しては、米国のフィラデル
フィア動物園で展示されている個体を対象とした研
究がある。それによると、首を右側に曲げる傾向が
あり（Anderson et al. 2009、2010、Williams and
Anderson 2012）、気温が低いと片脚立ちをする傾向

が あ る こ と が わ か っ て い る（Anderson and
Williams 2010、Bouchard and Anderson 2011）。フ
ラミンゴの行動の左右性は、個体の健康状態への依
存性も指摘されている（Anderson and Ialeggio
2014）。しかし、ヒトの右利きと左利きのように個
体差がみられるのか、首を曲げる方向と片脚立ちで
立つ脚の左右性との相関、首の状態の気象条件依存
性は明らかにされていない。そこで本研究では、各
季節において複数個体のフラミンゴの休息姿勢を観
察することで、首と脚の左右性、首と脚の相関、首
の状態（曲げるか、曲げないか）もしくは脚の状態

（両脚立ち、片脚立ち、座位）の気象条件に対する依
存性を明らかにすることを目的とした。

材料と方法

高知市立動物園わんぱーくこうちアニマルランド
（高知県高知市）で飼育されているフラミンゴ科
（Phoenicopteridae）に属するベニイロフラミンゴ
（Phoenicopterus ruber）、オ オ フ ラ ミ ン ゴ
（Phoenicopterus roseus）、コ フ ラ ミ ン ゴ
（Phoeniconaias minor）の３種を調査対象とした。
ベニイロフラミンゴは別名アメリカフラミンゴとも
呼ばれており、主な生息域はカリブ海沿岸である。
オオフラミンゴは別名ヨーロッパフラミンゴとも呼
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要 旨
長い首をもつフラミンゴは休息を行なう際に首を折りたたみ片脚立ちするといった特徴があ

る。本研究では16 個体のフラミンゴの休息姿勢を観察し、首と脚の左右性とそれらの間の相関、
首の状態（曲げているか、いないか）もしくは脚の状態（両脚、片脚、座位）の気象条件に対す
る依存性を調べた。首と脚の方向性を単独でみた場合、首については左右性がみられず、脚につ
いては左脚で立つ傾向があった。また、首を曲げると同時に片脚立ちしているときには、首を左
に曲げ左脚立ちしている頻度が最も高かった。フラミンゴの休息姿勢は気象条件に依存してい
た。首の状態については、気温が低いときに首を折りたたむ傾向にあった。脚の状態については、
気温が低く、風が弱いときに片脚立ちする傾向がみられた。これらはフラミンゴが各気象条件に
適応した行動をとっていると考えられ、気温が低いときには体からの放熱を防ぐために首を折り
たたんで片脚立ちし、風が強いときには姿勢を安定に保つために両脚立ちの姿勢を取る傾向に
あった。
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ばれ、主な生息域は南ヨーロッパである。コフラミ
ンゴの主な生息域はアフリカである。わんぱーくこ
うちアニマルランドで飼育されているフラミンゴ科
37個体のうち、外見で個体識別できる16個体を調査
対象とした。16個体の内訳は、ベニイロフラミンゴ
４個体、オオフラミンゴ８個体、コフラミンゴ４個
体であった。同園でのフラミンゴへの給餌時刻は午
前９時と午後２時の２回であった。

フラミンゴの行動観察は2016年７月から12月にわ
たり、給餌後の休息姿勢への影響を避けるために午
前10時から午後１時までの間、スキャンサンプリン
グ法に基づいて（Altmann 1974）、30分毎に対象16
個体の休息時の行動を目視で観察すると共に写真撮
影を行なった。休息時の行動観察は、首と脚の左右
性に着目した。首については、首を折りたたんで休
息するときに首の付け根が曲がっている方向を記録
し、首を曲げてない個体は方向なしと記録した。脚
については、片脚立ちしている個体は立っている方
の脚を記録し、両脚で立っている場合は両脚と記録
し、両脚を折りたたんで座っている個体もしくはか
かとを地面につけている個体は座位と記録した。採
食や移動など休息姿勢を取っていない個体について
は、首を曲げておらず両脚立ちしていたことから、
首に関しては方向なし、足に関しては両脚と記録し
た。どのフラミンゴ個体も、個体同士が体を寄せ
合って群れる行動は取っていなかった。撮影した写
真は、調査終了後に個体識別や観察記録の確認を行
なうために用いた。

各個体における首の左右性と脚の左右性に関して
は、それぞれ二項検定を用いて解析した。全16個体
を１つの標本集団としてみた場合の左右性を検定す
るために、個体ごとに左右性の指標S = (R － L)/(R
+ L)（R： 右の頻度、L： 左の頻度）を求め、全16個
体について一標本 t検定を行なった（Anderson et al.
2009）。このSは－１から１までの範囲の値を取り、
左の頻度が高いほど負の値、右の頻度が高いほど正
の値となり、左右均等の場合は０となる指標である。
首を曲げており、かつ、片脚立ちしている場合、首
の向きと立っている側の脚との相関についてはカイ
二乗検定もしくはFisher正確確率検定を用いて解析
した。首の状態の気象条件依存性については、次の
ような解析を行なった。首の状態は、首を左右のど
ちらかに曲げている状態を１、曲げていない状態を
０とした（１日の中では、午前10時から午後１時ま

で各個体に対して７ 回記録）。気象条件は、気象庁
のホームページから観察日の平均気温、最高気温、
平均風速を参照した（気象庁、http://www.data.jma.
go.jp/obd/stats/etrn/index.php、2016 年12 月20 日
閲覧）。それぞれの首の状態に対応する気象条件は、
全観察記録（１日あたり７ 回記録 × 観察日数）を
個体別に平均した値を用いた。16個体を対象に、首
に関する２つの状態の間で気象条件に違いがあるの
かを、対応のある t検定を用いて解析を行なった（n
= 16）。脚の状態の気象条件依存性についても、首
の状態と同様に個体別に平均した値を使用して、反
復測定一元配置分散分析を用いて解析した（n =
16）。ただし、脚の状態は、両脚立ちと水に浸かって
いる状態を０、片脚立ちの状態を１、座位の状態を
２とした。脚の状態間で気象条件に有意な差がみら
れた場合、Holm法を用いて多重比較を行なった。
統計解析には統計解析ソフトウェアRを用いた

（version 3.1.2、R: A Language and Environment for
Statistical Computing、https://www.r-project.org、
2017年１月16日閲覧）。

結果

個体ごとの結果
首の左右性に関しては、３個体が左に曲げる頻度

が有意に高く、５個体が右に曲げる頻度が高かった
（Table １）。脚の左右性に関しては、６個体が左脚
で立つ頻度が有意に高く、１個体が右脚で立つ頻度
が高かった（Table ２）。首と脚の間に相関があっ
た個体はベニイロフラミンゴ、オオフラミンゴとコ
フラミンゴでそれぞれ１個体ずつおり、首を曲げる
方向と片脚立ちする脚が同じとなる（L－LとR－R）
傾向があった（Table ３）。

標本集団全体の結果
全16個体を１つの標本集団としてみた場合、首の

左右性に関しては、平均値では右に曲げる頻度が高
かった（Table １）。左右性の指標に関する一標本 t
検定の結果、Sneckの値は０と有意には異なっておら
ず（t (15) = 0.780、P = 0.448）、標本集団として首の
左右性はなかった。脚の左右性に関しては、標本集
団の平均値では左脚で立つ頻度が高かった（Table
２）。左右性の指標に関する一標本 t 検定の結果、
Slegの値は０より有意に小さく（t (15) = －2.72、P =
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0.008）、標本集団としては左脚立ちの傾向があった。
首を曲げる方向と片脚立ちとの相関は、標本集団の
平均値では首を左に曲げて左脚で立つ（L－L）頻度
が最も高かった（Table ３）。

首の状態の気象条件依存性について、首を曲げて
いる状態と曲げていない状態の間で、平均気温（t(15)
= 4.709、P < 0.001）では有意な差がみられたが、平
均風速（t(15) = 1.749、P = 0.101）に関しては有意な

差がなかった（Fig. １）。首を曲げていたときの平
均気温は、曲げていないときと比較すると低かった。

脚の状態の気象条件依存性については、各気象条
件において、両脚立ち、片脚立ちと座位の状態の間
で、平均気温（F2,15 = 112.5、P < 0.001）と平均風速

（F2,15 = 9.869、P < 0.001）に関して有意な差がみら
れた（Fig. ２）。多重比較検定の結果、気温が低く、
風速が遅いときに片脚立ちしていた。

フラミンゴの休息姿勢
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Table 1. Neck position (left or right) and the number of observations. ID is identification of individuals. Sneck is a side preference

index. Lateral neck-resting preferences were analyzed by a binomial test (*: P < 0.05, **: P < 0.01).

Table 2. Leg stance (left or right) during unipedal resting and the number of observations. Sleg is a side preference index. Lateral

leg-resting preferences were analyzed by a binomial test (*: P < 0.05, **: P < 0.01).
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Table 3. Neck position- leg stance relationship (L: left, R: right) and the number of observations. The relationship between neck

and leg was analyzed by a chi-squared test (*: P < 0.05, **: P < 0.01, ns: not significant).

Fig. 1. Weather condition in each neck posture (straight or

curved). (a) Average temperature and (b) average wind speed.

SE is given by error bar. **: P < 0.01, ns: not significant.

Fig. 2.Weather condition in each leg stance (bipedal, bipedal

or sitting). (a) Average temperature and (b) average wind

speed. SE is given by error bar. Differences in letters denote

statistically significant differences at P < 0.05 based on Holm

tests following one-way repeated-measures ANOVA.



考察

フラミンゴの首と脚の左右性に関して、個体別に
は左利きも右利きもいたが、全16個体でみると、首
には左右性がみられず、脚は左脚で立つ傾向があっ
た。米国のフィラデルフィア動物園におけるベニイ
ロフラミンゴ17個体を対象にした研究においても、
個体別には首を右に曲げる傾向がみられたが、１つ
の標本集団としてみた場合は左右性に有意差はな
かったと同様の報告がある（Anderson and Ialeggio
2014）。脚については、ベニイロフラミンゴ17個体
を対象にした研究では、個体ごとにみた場合と17個
体を標本集団としてみた場合のいずれにおいても、
片脚立ちの左右性に統計的な有意差はなかったが、
平均値でみた場合は左脚で立つ頻度の方が高かった

（AndersonとIaleggio 2014）。他の種ではソリハシ
セイタカシギ（Recurvirostra avosetta）、ハシビロガ
モ（Anas clypeata）、ダイシャクシギ（Numenius
arquata）、ミヤコドリ（Haematopus ostralegus）が
右脚で立つ傾向にあると報告されている（Randler
2007）。フラミンゴでは、血中の生化学的な指標を
基にした解析によって、体位の左右性の健康に対す
る依存性が研究されている。詳しい理由は分かって
いないが、首を右に曲げる個体は左曲げより、左脚
立ちする個体は右脚立ちよりもストレスが少なく健
康的であることが示唆されている（Anderson and
Ialeggio 2014）。

本研究では、ほとんどの個体で首と脚の間で方向
性に相関はみられなかったが、全16個体の平均値で
みると首を左曲げで左脚立ちの頻度が最も高かっ
た。首を曲げる方向と片脚立ちする脚が同じとなっ
た傾向には、体の均衡と関連しているかもしれない。
つまり、首を左側に曲げると重心が左側に偏るため、
左脚で立つほうが姿勢を保ちやすい可能性がある。

フラミンゴの行動の気象条件依存性については、
気温が低いときに片脚立ちをする傾向が知られてい
る（Anderson and Williams 2010、Bouchard and
Anderson 2011）。本研究では、これまでの研究と同
様に気温が低いと片脚立ちをする傾向があった。鳥
類の多くの種において、脚は熱調節装置としての役
割を果たしており、セグロカモメ（Larus argentatus）
では脚からの放熱は体全体からの放熱の37－52%に
もなる（Baudinette et al. 1976）。風に関しては、風
が強いときには体を安定に保つために、片脚立ちよ

りも両脚立ちをする傾向があることも報告されてい
る（Bouchard and Anderson 2011）。風の影響に関
して、本研究でも同様の結果が得られた。座位につ
いては気象条件の影響を受けていなかった。調査期
間における脚の状態の頻度は、両脚立ちが658回、片
脚立ちが1257回、座位が341回であり、フラミンゴは
水辺に生息することから採餌行動等を行なう日中に
は座位の姿勢を頻繁に取らない鳥類なのかもしれな
い。

首の状態の気象条件依存性については、これまで
の研究報告はなかったが、気温が低いほど首を曲げ
ることが分かった。首を折りたたみ体と一体化させ
ることで、体の表面積を小さくして、放熱を減らす
効果がある。本研究の結果から、フラミンゴの休息
姿勢は気象条件に依存していることが分かった。気
温が低くなると、放熱を防ぐため首を折りたたみ片
脚立ちになる。風が強くなると、体の安定性を保つ
ために両脚立ちの姿勢を取る傾向があることが明ら
かになった。
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Abstract

Flamingos with long necks usually lay their heads

along their backs and stand on one leg when they rest. We

observed the resting posture (neck position and leg

stance) of sixteen flamingos. The flamingos showed no

directional preference for neck position when they curved

their necks. They showed a preference for leg stance such

that they stood on their left leg. Simultaneous lateral

behavior of leftward neck position and leftward leg

stance was most frequently observed. Neck posture

(straight or curved) and leg stance (bipedal, unipedal or

sitting) were shown to be related to weather conditions.

The flamingos tended to curve their necks when

temperature was decreased. They had a tendency to stand

on one leg to avoid heat loss from their legs when

temperature was decreased, and a tendency to stand on

two legs to keep the body stable when wind was strong.

Key words: behavior, leg, neck, temperature, wind.

入山 栞・加藤元海

151


	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ



